



























本稿は，1950 年から 2009 年までに女性団体によって発行されたミニコミ
の記事のタイトルのテキストマイニングから，女性たちがミニコミの中でど
‒ 29 ‒






























































































































































































































































































































（1）発行年がわかるもの（1950 年から 2009 年 11までに発行されたもの） 
（2）定期的に刊行されているもの（例えば講演会の記録集や，アンケート集 
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  新聞の切り抜きは除いている）． 
（5）紙媒体 12であり，日本語で書かれているもの 
 
表 3-1 掲載されているミニコミ数と今回確認できたミニコミ数 
  掲載数（上記条件に当てはまるもの） 
女の便利帳 1 巻  281 団体（63 団体）  
女の便利帳 3 巻  287 団体（1 巻と重複しないのは 7 団体） 
ミニコミ総目録  67 団体（22 団体）   
WAN ミニコミ電子図書館  64 団体（53 団体） 




ついて 127 誌と表現する）．途中から誌名を変更したものも 1 誌と数えてい
る．この 127 誌から記事のタイトルを抽出した 13．また今回の調査では，
IBM/SPSS 社製ソフト Text Analytics 4.0.1 を使用した． 
 
図 3-1 ミニコミ発行団体数の推移と「最古号」発行数 
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（2）定期的に刊行されているもの（例えば講演会の記録集や，アンケート集 




社会学論考  第 38 号  2017. 11
10 
図 3-2 ミニコミ記事数の推移 
 
 
図 3-1 は各年代の発行団体数，「最古号」の発行時期を，図 3-2 は今回対
象とした各時期の記事（タイトル）の総数を表している．ここでいう「最古
号」とは，今回確認できた最も古い号を指し，創刊号から残っていれば創刊
号を，14 号から 50 号まで残っていれば 14 号を「最古号」としている． 
図 3-1，3-2 をみると，90 年代にもっとも多くの団体がミニコミを発行して
いたことが分かる．ワープロの登場 14 など新しい機器の広まりの影響もある
だろう．しかし，「最古号」の発行年の推移をみると，70 年代から 90 年代
にかけて，新しいミニコミが 5 年ごとに平均して 15-20 誌発刊されている．
このことから 70 年代から少しずつ増えていったミニコミが，90 年代前半に
その数のピークを迎えたのだといえるだろう． 
続いて，図 3-3 はミニコミそれぞれの発行頻度を表している．隔月は 2 カ
月に 1 回，季刊は 1 年に 3-4 回，不定期は次号発行までに 1 年以上空いてい
るものや，欠号が多く頻度が確認できなかったものなどが含まれる．今回対
象としたミニコミは季刊が最も多く，月刊，隔月の順となっている．また，
図 3-4 は 1 誌が発行されていた年数を表している．今回対象としたミニコミ
のなかで，最も長い期間発行されていた（現存していた）ものは，1955 年か
ら 2006 年までの 52 年（1 誌）であった．また，127 誌中 82 誌は 10 年以上
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図 3-3 発行頻度 
 
 







図 3-2 ミニコミ記事数の推移 
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4．1 127 誌全体の頻出語句 
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4．1 127 誌全体の頻出語句 
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4．1．2 時代背景を反映する語 
頻出語はそれぞれの時代背景をよく表している．例えば 70 年代前半の 18
位と 80 年代前半 32 位とに「優生保護」の語があるが，これは 1972 年から
1974 年にかけてと，1981 年から 1983 年にかけての優生保護法改正をめぐる
動きの影響が大きい．また 80 年代前半後半の 11 位に「家庭科」があるが，
80 年代は家庭科の男女共修をめぐる活動が最も活発であった時期であるし，












































する語）を抽出した． ちなみに 5-60 年代はそれぞれ抽出数が少なかったた
め（差別タイトル 43，性タイトル 15）省略した． 
 
4．2．1 「差別」 
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（抽出数 8 個，1.6％），90 年代以降は「婚外子」と変わっているが，出生に
よって子らが受ける差別について常に高い関心が寄せられていたといえる． 
 



















1 男女 46 11.7 撤廃 116 23.5 撤廃 105 20.4 女性 120 29.9
2 女 46 11.7 条約 93 18.8 性 93 18.1 撤廃 116 28.9
3 女性 43 11.0 性 91 18.4 婚外子 80 15.6 裁判 75 18.7
4 性 41 10.5 女性 69 14.0 女性 76 14.8 男女 72 17.9
5 裁判 29 7.4 男女 53 10.7 男女 43 8.4 条約 56 13.9
6 教育 27 6.9 女 37 7.5 裁判 37 7.2 賃金 54 13.4
7 部落 24 6.1 婦人 36 7.3 条約 30 5.8 婚外子 44 10.9
8 賃金 23 5.9 裁判 30 6.1 女子 28 5.4 間接 29 7.2
9 婦人 20 5.1 批准 28 5.7 賃金 26 5.1 労働 20 5.0
10 解放 18 4.6 教育 24 4.9 女 26 5.1 戸籍 20 5.0
11 労働 17 4.3 平等 19 3.8 相続 24 4.7 性 19 4.7
12 私生児 17 4.3 女子 17 3.4 人権 22 4.3 選択議
定書
18 4.5
13 女子 13 3.3 労働 17 3.4 続柄 19 3.7 国連 17 4.2
14 男 13 3.3 賃金 16 3.2 住民票 18 3.5 日本 17 4.2
15 告発 13 3.3 部落 14 2.8 委員会 17 3.3 平等 15 3.7
16 意識 10 2.6 人権 13 2.6 反対 16 3.1 女子 14 3.5
17 法/法律 10 2.6 抗議 13 2.6 子ども 14 2.7 法 14 3.5
18 社会 10 2.6 子供 11 2.2 国会 14 2.7 判決 13 3.2
19 抗議 10 2.6 委員会 11 2.2 人種 13 2.5 社会 13 3.2










社会学論考  第 38 号  2017. 11
21 












ろう．1987 年頃から夫婦別姓が問題視され始め，子に関して，「1988 年 5
月，婚姻・非婚を区別しない方法による住民票の交付と精神的苦痛に対する





表 4-3 は「性」と共起する語の上位 20 である． 
  
20 
（抽出数 8 個，1.6％），90 年代以降は「婚外子」と変わっているが，出生に
よって子らが受ける差別について常に高い関心が寄せられていたといえる． 
 



















1 男女 46 11.7 撤廃 116 23.5 撤廃 105 20.4 女性 120 29.9
2 女 46 11.7 条約 93 18.8 性 93 18.1 撤廃 116 28.9
3 女性 43 11.0 性 91 18.4 婚外子 80 15.6 裁判 75 18.7
4 性 41 10.5 女性 69 14.0 女性 76 14.8 男女 72 17.9
5 裁判 29 7.4 男女 53 10.7 男女 43 8.4 条約 56 13.9
6 教育 27 6.9 女 37 7.5 裁判 37 7.2 賃金 54 13.4
7 部落 24 6.1 婦人 36 7.3 条約 30 5.8 婚外子 44 10.9
8 賃金 23 5.9 裁判 30 6.1 女子 28 5.4 間接 29 7.2
9 婦人 20 5.1 批准 28 5.7 賃金 26 5.1 労働 20 5.0
10 解放 18 4.6 教育 24 4.9 女 26 5.1 戸籍 20 5.0
11 労働 17 4.3 平等 19 3.8 相続 24 4.7 性 19 4.7
12 私生児 17 4.3 女子 17 3.4 人権 22 4.3 選択議
定書
18 4.5
13 女子 13 3.3 労働 17 3.4 続柄 19 3.7 国連 17 4.2
14 男 13 3.3 賃金 16 3.2 住民票 18 3.5 日本 17 4.2
15 告発 13 3.3 部落 14 2.8 委員会 17 3.3 平等 15 3.7
16 意識 10 2.6 人権 13 2.6 反対 16 3.1 女子 14 3.5
17 法/法律 10 2.6 抗議 13 2.6 子ども 14 2.7 法 14 3.5
18 社会 10 2.6 子供 11 2.2 国会 14 2.7 判決 13 3.2
19 抗議 10 2.6 委員会 11 2.2 人種 13 2.5 社会 13 3.2
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1 女 43 23.5 差別 79 21.0 暴力 82 22.0 暴力 74 22.2
2 差別 41 22.4 女 58 15.4 差別 58 15.5 教育 55 16.5
3 教育 25 13.7 教育 48 12.8 女 41 11.0 女性 31 9.3
4 解放 17 9.3 女性 27 7.2 教育 34 9.1 被害 28 8.4
5 女性 15 8.2 生 23 6.1 人権 29 7.8 生 28 8.4
6 論理 13 7.1 人権 22 5.9 女性 24 6.4 子ども 17 5.1
7 政治 10 5.5 男 18 4.8 子ども 20 5.4 体 16 4.8
8 男 9 4.9 子ども 12 3.2 差 16 4.3 差別 15 4.5
9 労働 6 3.3 商品化 10 2.7 生 15 4.0 犯罪 15 4.5
10 侵略 6 3.3 差 9 2.4 慰安婦 14 3.8 戦時 15 4.5
11 愛 5 2.7 嫌が
らせ
9 2.4 男性 13 3.5 女 14 4.2
12 安保 5 2.7 撤廃
条約
9 2.4 法/法律 13 3.5 差 14 4.2
13 子ども 5 2.7 暴力 9 2.4 体 12 3.2 奴隷 12 3.6
14 学校 4 2.2 買/売春 8 2.1 社会 11 2.9 法/法律 11 3.3
15 商品化 4 2.2 関係 8 2.1 表現 11 2.9 ジェン
ダー
11 3.3
16 産む 4 2.2 優生
保護
8 2.1 自由 10 2.7 現場 11 3.3
17 行動 4 2.2 愛 8 2.1 虐待 9 2.4 愛 10 3.0
18 生 4 2.2 意識 8 2.1 被害 9 2.4 裁判 10 3.0
19 管理 3 1.6 ｾﾐﾅｰ 6 1.6 人種 9 2.4 搾取 10 3.0
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11 2009 年までとしたのは，機械的に 10 年ごとで区切ったのもあるが，SNS の













は 80 年代前半ごろである」（南陀楼 1999：17）． 
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What topic did women talk about? 
Through text-mining of Women’s small-media(=Minikomi) 
 
HIGUMA，Ai 
Graduate School of Humanities，Tokyo Metropolitan University 
 
 
In this paper, I trace the history of women’s topics by text-mining of 
Minikomi (127 magazines) issued by women's organizations from 1950 
to 2009. Small-media (=Minikomi) is one of alternative media, it plays an 
essential role for the development of feminism. Women have used the 
“Minikomi” for communication. What topic did women talk about in 
Minikomi? I extracted the top 30 words used as article title. I noted here 
(1) change of the name (“fuzin”, “onna”, “josei”), (2) a word reflected the 
period (“eugenic protection”, “home economics” etc). And I described the 
words (“discrimination”, “sexual”, “human rights”, and “violence”) that 
newly appeared in different period. Furthermore, I picked up 
“discrimination” and “sexual” among them, and extracted the top 20 
co-occurrence words with both. "Discrimination" co-occurred with words 
such as "treaty" "male and female" "sexual" "wage" "employment" "child 
born outside marriage ". Also, “sexual” co-occurred with negative wards. 
And the most co-occurring words changed from “discrimination” to 
“violence”. I argued that the concept of “violence” played an important 
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